
目黒区立学校における部活動改革の基本的な考え方（素案）

目黒区教育委員会



０．目次

１．国・東京都の動き

２．目黒区における現状と課題

３．部活動の教育的意義

４．部活動改革の理念

５．部活動改革の方向性

６．「地域展開」にあたっての

留意事項

７．推進体制の整備

８．「地域展開」に伴う学校との

 連携について

９．今後の検討課題



１．国・東京都の動き

（１）国の動き：改革実行期間 （２）都の動き：東京モデルの提示

改革実行期間

令和８年度 令和１３年度

学校単位から地域全体で支える
仕組みへの転換を全国的に推進
（地域クラブ活動への移行）

※「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的な
ガイドライン」  （令和４年１２月 スポーツ庁・文化庁）

※「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドラ
イン」  （令和7年１２月 文部科学省）

①地域展開

②拠点化 ③地域連携

地域の団体が運営団体・実施主体と
して、子どもの活動の機会を確保

複数の学校で連携し
て行い、子どもの活
動の機会を確保

外部人材の活用

持続可能な
部活動体制

※「東京都における中学校の部活動改革に関する推進計画」
（令和８年３月）



２．目黒区における現状と課題
（１）現状
・目黒区立学校に係る部活動の方針（平成31年3月策定）に基づき、全ての区立中学校で、

顧問教員のほか、地域の人材を活用した外部指導者の配置や合同部活動を実施。

・令和６年度からは、東山中学校で顧問業務や専門的な技術指導等を業務委託する

部活動支援事業もモデル実施。

約９５％

放課後や休日等のスポーツ・文化芸術活動に参加している児童
（区立小学校５・６年生）

学校以外の地域クラブ活動やその他習い事に参加している児童

専門的な指導者から指導を受けたいと思う生徒
（区立中学校の部活動に参加している生徒）

約８０％

目黒区部活動に関するアンケート（令和６年７月～８月に実施）より

約５０％

＜児童・生徒や保護者のニーズ＞

・専門的指導者から指導を受けたい。

・地域クラブ活動に参加したい。



2．目黒区における現状と課題
（２）令和８年度 目黒区立中学校の部活動の状況について（令和８年５月１日現在）

部活動の加入者数及び加入率

在籍生徒数 ２７１７人

部活動加入者数 ２４３７人

部活動加入率 ９０％

運動部所属人数 １６０２人

文化部所属人数 ８３５人

部活動顧問・指導員の配置

運動部顧問教諭 １１９人

運動部部活動指導員 ５３人

運動部外部指導員 ２９人

文化部顧問教諭 ７７人

文化部部活動指導員 １7人

文化部外部指導員 ２３人

※部活動指導員：学校教育法施行規則に基づき、校長の監督の下、学校部活動における実技指導、活動の管理運営、安全管理、生徒
 指導に係る対応、大会・練習試合等への引率その他部活動の顧問として必要な業務を担う者

※外部指導員：部活動において、顧問教員又は部活動指導員と連携・協力し、専門的な知識や技能を生かして、主として実技や技術面
 の指導を補助する者



2．目黒区における現状と課題
（３）令和7年度 目黒区立中学校部活動指導等業務委託の実施結果について

事業概要

目 的：部活動の充実及び教員の負担軽減

実施校：東山中学校（令和6年度からモデル事業開始）

業務内容：顧問業務の支援、専門的な技術指導、大会引率等

対象部活動数

令和7年度は文化部にも対象を拡大

7部
運動部（6部）

男子バレーボール部、卓球部、
女子バレーボール部、陸上部、
女子ソフトテニス部、女子バドミントン部

文化部（1部） 吹奏楽部（令和8年2月から実施）

年度比較

令和6年度

令和7年度

実施期間

6か月

通年

延べ回数（指導・大会引率）

311件

657件

※ 令和6年度は10月から翌年3月までの6か月間、令和7年度は通年で実施

生徒への効果

• 指導員の配置により、生徒が専門的な指導を受けら
れる機会が増加

• 練習内容が充実し、技術力及び競技意識が向上
• 専門的な指導を通じて、生徒の活動意欲や競技への
取組が向上



2．目黒区における現状と課題
（4）課題

目黒区部活動に関するアンケート（令和６年７月～８月に実施）より

感じている ４１％

やや感じている ３４％

感じていない ８％

あまり感じていない １７％

約５３％

経験したことのない部活動を担当している教員の割合

部活動の運営や指導を負担に感じている教員の割合

・中学校では約半数の教員が経験のない部活動を担当。

・部活動を担当している教員のうち、約７５％が部活動に負担。

●指導者の種目・分野に関する

 経験と知識が課題

●外部指導者の配置人数増加に伴う

 指導技術の質の確保や

 財政面の課題も顕在化



３．部活動の教育的意義

学校教育の一環としての役割

①生涯にわたる豊かな活動を継続する資質・能力の育成
②体力の向上・健康の増進・感性・創造性・表現力の育成
③自主性、協調性、責任感、連帯感の育成
④指導者や異学年の生徒など多様な人間関係の形成

部活動は、学校教育の一環として生徒の自主的・自発的な参加により行われ、顧問との

信頼関係の下で共通の目標を目指し、豊かな学校生活を創造してきた。また、スポーツや
文化・科学・芸術などの活動を通じて、学習意欲や責任感、連帯感、自主性、社会性を育み、
健全な人間形成や生涯学習の基盤を築く重要な教育活動である。

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン（東京都）より



３．部活動の教育的意義

学校教育の一環としての役割

社会状況の変化 教育課題の複雑化

これまでの部活動の意義を継承しつつ、より持続可
能な運営方法、地域の関係団体等との連携など、地域
の実情等に応じた多様な形態での部活動

目黒区立学校における部活動改革の基本的な考え方を示す



４．部活動改革の理念

①生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保・充実させる

②地域全体で関係者が連携して支えることで生徒の豊かで幅広い活動機会を保障する

③より多くの生徒が希望に応じた活動に参加できるような環境を整備する

④学校教育の質の向上にも資するよう、学校における働き方改革の推進を図る

学校単位 地域人材地域全体 地域交流

区立中学校の魅力づくり 子どもたちの心豊かで健やかな成長



５．部活動改革の方向性

名称 運営方法 主な指導主体

地域連携
学校部活動への
地域人材活用

○教員・部活動指導員・外部指導員
○民間事業者（一部の学校で実施）

拠点化 合同部活動
○区内等で活動するスポーツ・
 芸術・文化団体や民間事業者
○教員・部活動指導員・外部指導員

地域展開
地域団体等への
運営移行

（地域クラブ活動）

○区内等で活動するスポーツ・
 芸術・文化団体や民間事業者

（取組の類型・名称）



５．部活動改革の方向性 （全体イメージ）

合同部活動

現 行 今 後

A学校

a部

b部

c部

d部

外部指導員

外部指導員

外部指導員

B学校

a部

b部

c部

d部

a部

外部指導員
（民間委託）

合同部活動

A・C学校

A学校

a部

b部

c部

d部

地域団体等

B学校

a部

b部

c部

d部

地域団体等

外部指導員
（民間委託）

外部指導員

顧 問 教 諭

顧 問 教 諭

顧 問 教 諭

顧 問 教 諭

顧 問 教 諭

顧 問 教 諭

A･C学校 a部

A･B･C学校

外部指導員

地域団体等b部
(新規)



５．部活動改革の方向性 （個別イメージ①）

現 行 今 後

A学校

a部

b部

c部

d部

外部指導員

外部指導員
A学校

a部

b部

c部

d部

地域団体等

外部指導員

顧 問 教 諭

顧 問 教 諭

顧 問 教 諭

顧 問 教 諭

Ａ学校のパターン
（現行）
・a部とc部が外部指導員を活用した指導（「地域連携」）
・b部とd部は教員による部活動指導
（今後）
・b部とd部の教員による部活動指導とa部の外部指導員は残しつつ、

c部の部活動運営を地域団体等に移行（「地域展開」）



５．部活動改革の方向性 （個別イメージ②）

現 行 今 後

B学校

a部

b部

c部

d部

B学校

a部

b部

c部

d部 

地域団体等

顧 問 教 諭 顧 問 教 諭

B学校のパターン
（現行）
・a部とb部とc部の部活動指導を外部委託（「地域連携」）
・d部は教員による部活動指導
（今後）
・a部とb部の外部委託、d部の教員による部活動指導は残しつつ、
c部の部活動運営を地域団体等に移行（「地域展開」）

外部指導員
（民間委託）

外部指導員
（民間委託）



５．部活動改革の方向性 （個別イメージ③）

現 行 今 後
合同部活動

A・C学校 a部 外部指導員

A･C学校 a部

A･B･C学校 b部
(新規)

外部指導員

地域団体等

合同部活動のパターン（いずれかの学校で拠点化）
（現行）
・A学校とC学校のa部ではそれぞれの学校単体で部活動ができないため、
合同実施にして外部指導員を活用（「地域連携」）
（今後）
・A学校とC学校の合同a部の外部指導は残しつつ、
新たにB学校を加え、b部の合同部活動運営を地域団体等に移行（「地域展開」）

合同部活動



（１）学校部活動が担ってきた教育的意義を継承・発展させた活動である
 こと

（２）豊かで幅広い活動機会の保障に寄与するものであること
（３）適切な活動時間や休養日が設定されていること
（４）活動の維持・運営に必要な範囲で、可能な限り低廉な参加費等が
設定されていること

（５）適切な指導の実施体制が確保されていること
（６）適切な安全確保の体制が確保されていること
（７）適切な運営体制が確保されていること
（８）学校等との連携が適切に行われていること

５．部活動改革の方向性 （地域クラブ活動の認定）

<認定要件の考え方>（現時点で想定されるもの）

東京都教育委員会「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」令和８年３月から



５．部活動改革の方向性（改革のロードマップ）

評価軸：生徒のニーズへの適合、指導体制の安定性、働き方改革の成果

前期
（R8）

改革実行の着手

中間評価
（R10末）

進捗状況の評価
課題の洗い出しと
是正

後期
（R11－R13）

改革の更なる推進
持続可能な体制の

定着

前期
（R９）

地域展開の
試行開始

前期（R8－R10）段階的な地域展開



６．「地域展開」にあたっての留意事項

（１）地域の実情に応じた多様な形態が想定されるため、学校と連携し、
生徒・保護者等に丁寧に説明を行う。

（２）全校一斉に取り組むのではなく、関係団体等との調整が整ったもの
から段階的に地域展開を進めていく。

（３）安定的・継続的に改革を進められるよう、民間企業等との連携など、
多角的な方法を検討する。

（４）家庭の経済格差が生徒の体験格差につながらないよう、費用負担に
配慮する。

（５）部活動改革は、多面的な効果が期待されるものであるため、幅広い
関係者が一丸となって取組を進める。



７．推進体制の整備

目黒区教育委員会

各中学校

地域団体等

・担当部署の設置
・保護者や地域住民への周知
・安定的な運営に向けたサポート
・関係機関・関係部署（区長部局）との連携

・学校部活動方針の策定
・学校運営協議会等との連携
・生徒等のニーズの把握・反映
・兼業・兼職する教員の服務管理

・指導者の人材育成
・適切な運営体制の整備
・安心・安全な環境づくり
・学校部活動を踏まえた実施



８．地域展開に伴う学校との連携について

地域団体等及び関係団体・大学・民間企業との連携

①区立中学校との適切な連携による関係性の維持

②活動方針・活動状況等の共有による指導の一貫性の確保

③学校施設の活用や希望する教員の兼業・兼職等の円滑な実施

④生徒・保護者への情報提供による活動への参加促進

⑤新たな視点やノウハウの導入による活動の充実

⑥持続的な連携・協働を推進するための協定締結や連携の枠組み

 の明確化



９．今後の検討課題

課題 内容・方策

指導者の確保・育成
・地域の多様な人材等から確保
・指導を希望する教員等の兼業・兼職等を促進

活動場所の確保
・学校施設・区有施設・民間施設等
・活動場所の効果的・効率的な管理等にも取り組む。

不適切行為や事故の防止
・不適切行為（暴言・暴力、ハラスメント、性加害等）の防止を徹底
・指導の手引きやマニュアルを完備する。

受益者負担
・経済的な理由によって活動機会が失われないよう、低所得世帯にも
配慮した金額設定

生徒の活動機会の確保 ・障害の有無に関わらず、生徒が活動を主体的に選択できる環境を整備

規定整備
・目黒区立学校に係る部活動の方針 ・地域クラブ活動認定制度
・目黒区外部指導員等配置基準 ・教員等の兼業・兼職制度 等



2031
改革定着の目標年度

ウェルビーイングの向上
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